
 

学習支援 野菜栽培活動 

職場体験学習  
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中学２年生は、地域の事業所のご協力により、６月に「職場体験学習」を行います。 

                  働くことや社会に奉仕することを体験し、働く人を見つめ、社会の一員として自分の  

生活を見つめ直すことなどをねらいに取り組んでいます。 

現在、生徒は、事前訪問打ち合わせの準備をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

小学校では、バス待ち時間をアフタースクールと呼び、 

一昨年からアフタースクールを活用して、毎週木曜日に 

読み聞かせ（１～３年生）を行ってもらっています。 

   子どもたちは、地域ボランティアのみなさんの生の声を聴き、 

おだやかに過ごし、心にいろいろな栄養を与えてもらっています。 

 

 

 

 

毎週金曜日には、学習見守りを行ってもらっています。 

 宿題をやっていきたい子（１、２年生）が教室に集まり、 

ボランティアの方に見守られながら学習を進めます。 

「お願いします。」「ありがとうございました。」 

気持ちのいい子どもたちの反応が印象的です。 

 

 

 

 

 

藤小では、畑をお借りして、毎年、さつまいもや大豆の 

栽培を行なっています。今年度も、地域ボランティアの 

みなさんが、草を刈り、畑を耕し、うねづくりをおこない、  

子どもたちの授業のために、準備をしていただいています。 

資料③ 「藤原の人・自然・文化が好きになり、誇りに思う子どもを育てる」 
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発行：藤原小・中学校『秀真委員会』 

令和５年５月１日 

 

アフタースクール 読み聞かせボランティア 

毎週木曜日 

アフタースクール 学習見守りボランティア  
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設置場所：藤原小中学校１階 図書室前廊下 

参加をお願いしたい方：藤原中学校区にお住まいの方、活動している方 

 

Ｑ 「地域コミュニティコーナー」をどうして新設するの？ 

〇児童・生徒が、地域の 「人」・「自然」・「文化」について日常的に 

ふれる場とします。 

〇学校は、地域みんなの施設であり、地域の方々が、来校して 

いただく機会を増やすきっかけとします。 

 

Q 「地域コミュニティコーナー」は、どんなものを展示したり掲示したりするの？ 

   〇展示・・・保護者・地域のみなさんが撮った「子どもたち」・「自然」・「文化」にかかわる写真 

「子どもたち」・「自然」・「文化」を題材にした絵画、俳句等 

子どもたちの作品 

〇掲示・・・地域・自治会・教育関係団体等の活動（スポーツ・文化行事等）のポスター・案内 

（営利活動、政治・宗教活動等や事務局が適当でないと判断したものは受け入れできない） 

 

Q 展示・掲示方法は？ 

〇展示作品は、直接、学校または事務局へお持ちください。 

〇利用申込書を記入してもらいます。展示は、最長１か月とします。 

〇期日のある掲示物については、期日が過ぎた時点ではずします。 

 Q もう少し、詳しく知りたいがどこに問い合わせをするといいの？  

   下記にある事務局または小中学校にお問い合わせください。 

 

【ホームページ検索】                     【QRコード】 

 

 
 

〒511-0511いなべ市藤原町市場491          

藤原小学校 ℡ ４６－３６００ 

藤原中学校 ℡ 46―2025 

藤原小・中学校ＣＳ推進事務局 

          ℡ ０７０－２６３８－７２９１ 

 

 

 

 

 

①「藤原小中学校」で検索 

②「藤原小・中学校 いなべ市公式ウェブサイト」をクリック     

③「藤原小・中学校コミュニティ・スクール」をクリック 

 

 

 


